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要   旨 

 集積パターンにより分けた5つの群について，ごみ集積場の散乱プラスチック片調査を行った。その結果，1戸当たり

の散乱プラスチック片の数及び質量密度は，集積場1か所当たりの利用戸数が多く，カラスや猫等の動物除け網などから

のごみのはみ出し量が多い群が高かった。ごみを蓋付き集積箱の中に入れる，網でごみ全体を覆うなど，動物によるご

み散乱の被害を防ぐことが，散乱プラスチック片対策になると考えられた。散乱プラスチック片の長軸長さの分布は，

各群とも，1 mm以上で5 mm以下のサイズが多かった。また，収集品目の違いによる散乱プラスチック片の組成に差はみ

られなかったが，その年間質量割合は，ほとんどの群で，汎用樹脂であるPE，PP及びPSの合計で50％以上を占めてい

た。このことから，日用品の廃棄においてごみ集積場を経由して環境中へプラスチック片が流出していることが示唆さ

れた。 

 

 

 

 

1．はじめに 

プラスチックごみ問題，特に5 mm未満のプラスチック

の総称であるマイクロプラスチック（MP）1)が，世界的

に注目1～4）され，調査研究4～25）がなされている。MPは，

一次MPと二次MPに大別される。一次MPは，樹脂ペレット

や化粧品中のマイクロビーズなどがあり，二次MPは，よ

り大きなプラスチック製品が断片化と風化によって生成

されたもの1)が該当する。加えて,MPの源となる5 mm以上

のメソプラスチック及び5 cm以上のマクロプラスチック

も，対策していく必要がある。著者らは，相模湾のMPの

存在量を把握するため，2017年5月から翌年5月までの1

年間，延べ15回にわたり相模湾の海浜4ヶ所，及び比較

のため東京湾の海浜1ヶ所で河川河口付近の海岸漂着量

を調査した。その結果，MPのサイズや材質に，海岸ごと

に差異があることが判明し,地域による特徴が得られた

ことから，内陸の影響大きいことが示唆された。また，

市街地等に由来するMPの河川への流出状況を把握するた

め，2019年の2月から3月にかけて神奈川県内のうち，商

業利用が主な地域，住宅が主な地域，工業利用が主な地

域，水田利用が主な地域の路肩において散乱している，

MP及び5 mm以上の大きさのプラスチック（以降、総称し

てプラスチック片と称す）の存在状況の違いを調査し

た。その結果，住宅が主な地域における単位面積当たり

の散乱プラスチック片質量が他の地域よりも有意に大き

い傾向にあった。そこで本研究では，ごみ集積場の散乱

プラスチック片調査を行い，集積場の利用状況による散

乱プラスチック片の違いを明らかにした。 

 

2．方法 

2.1 試料採取及び前処理方法 

ごみ集積場の試料採取は，2020年度に当センター内で

協力者を募集し，任意の約2週間連続採取により実施し

た。試料採取方法について図1に示す。調査は，まず①

調査開始前に，直前のごみ収集後で，ごみが集積場に排

出される前に「排出前試料」を採取。次に②各収集日の

ごみ回収前，ごみ集積範囲の奥行・幅・高さを測定す

る。③各収集日のごみが収集された後，ごみ集積範囲の

地表面に散乱した堆積物を掃きとってポリエチレン(PE)

の袋に採取した。なお，雨天等で採取できなかった場合

は採取無しとした。採取用具には，黒シダの毛のホウキ
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及びポリプロピレン（PP）製のチリトリを使用したが，

PPの欠けたものが試料に混入しないようにPE製の袋で覆

い，試料採取用具からの混入を防止した。プラスチック

片分析のフローを図2に示す。前報23, 24）と同様に，採取

した堆積物の重量を測り，プラスチックと目視で推測さ

れるもの（以降，プラスチック候補物と称す）を選別・

採取した。残った採取物は，4倍量の水道水を加えて攪

拌した後，6時間静置し，水表面に浮いた物のうち，プ

ラスチック候補物を採取した。プラスチック候補物は，

実体顕微鏡を使用し，長軸長さと形状を確認し，プラス

チック片ではないと判明したものを除去した。また，本

研究においても，前報23, 24）と同様に，目視判別が可能

で回収率の精度も高い1 mm以上のみのプラスチック片

で，かつ繊維を除いたものを調査対象とした。 

 

2.2  プラスチック片の材質及び形態の分析方法 

採取した試料から抽出したプラスチック候補物の分析

は前報23, 24）同様，次のとおり行なった。① 1個ずつ，

実体顕微鏡（OLYMPUS製SZ61）を使用して長軸長さと形

状を確認し，紙や砂，植物，虫の一部などプラスチック

A群 B群 C群 D群 E群

3 2 1 1 3

可燃の日 15～27 5～20 12 14 8～50

15～27 5～20 12 14 60～75

可燃と同じ場所 可燃と同じ場所 可燃と同じ場所 可燃と同じ場所 可燃と違う場所

2.2 2.3 0.83 0.99 13

可燃（プラスチック含）

（2/週）

可燃（プラスチック含）

（2/週）

可燃（プラスチック含）

（2/週）

可燃（プラスチック含）

（2/週）

可燃（プラスチック含）

（2/週）

プラクル（1/週） プラクル（1/週） プラクル（1/週）

PET（1/週） PET（1/週） PET（1/週）

その他

（品目によっては

1/2週）

その他（PE及びPPの製品

プラスチック含）

（品目によっては

1か４/月）

その他（1/週） その他（1/週）
その他（プラスチック含）

（品目によっては1/2週）

* プラクル：容器包装プラスチック

** その他：可燃物、PET、容器包装プラスチック以外のもの

プラクル＆PET（1/週） プラクル＆PET（1/週）

調査した集積単位数

1単位あたり

の戸数 可燃以外の日

最大集積体積（m3）

収集品目の頻度

（2020年度）

 

表1 各集積単位の集積戸数，最大集積体積及び収集品目の頻度 

図2 プラスチック片分析のフロー 

採取物全体の重さをはかる 

ピンセットでつまめるプラスチック等を採取 

4倍量の水道水で比重分離，ピンセットで採取 

長軸長さ計測【実体顕微鏡】 

材質判別【FTIR】 

材質別の質量計測 

図1 試料採取方法 

調査開始前採取 

ごみ集積の奥行・幅・高さ測定 

ごみ収集 🚚 

ごみ収集後採取 
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片ではないと判明したものを除去した。②残ったものを

フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR-4600 TGS検出器，

日本分光（株）製）のATR法により材質を判定した。材

質判定時には，KnowItAll サドラースペクトルデータベ

ースのスタンダード及びヒュメルポリマーライブラリ

(Bio-Rad Laboratories製)及び高分子ライブラリ（日本

分光（株）製）を使用し，ヒット率70％以上でポリマー

材質を特定した。また，ヒット率50-70％の範囲におい

ては，計測した吸収スペクトルが既知ポリマーの特徴的

な吸収スペクトルと一致する場合は，その判定結果を採

用した。それ以外の場合，例えば鮮やかな色のものや明

瞭なピークが出ているがセルロースやたんぱく質と一致

しないものについては，材質不明ポリマーに分類した。

③区分したプラスチックは，材質毎に質量を測定した。

得られたプラスチック片の個数と質量を集計し，④集積

場所1か所当たりの利用戸数で除すことにより，採取日

の１戸当たりのプラスチック片の数及び質量を算出し

た。 

 

3．結果及び考察 

3.1 各集積単位の集積の状況 

合計10名，10集積数の参加があった。結果を表1に示

す。10集積か所の所在する市は，5市にわたっている

が，各市当たりの調査集積数は1～3か所と各市の代表性

はないと考えられることから，本研究では，A～E群の5

群とした。調査当時の収集は，①可燃の収集日（週2

回），②容器包装プラスチックの収集日，③ポリエチレ

ンテレフタレート（PET）ボトルの収集日，④可燃物，

PET及び容器包装プラスチック以外のもの（その他）の

収集日（週1回以下）であった。なお，可燃物やその他

の収集日でもプラスチックを含むごみを収集品目として

いる場合もあった。収集サイクルは，A群，E群は，2週

間で各品目を収集，C群及びD群は1週間で各品目を収

集，B群は，その他にあたるものは品目によっては月に1

回の収集であったが，PE及びPPの製品プラスチックの収

集日（月1回）を含むように採取期間を設定した。各群

の集積戸数は，E群が多い傾向にあり，可燃ごみ以外の

収集は60～75戸が排出していた。各群の最大集積体積

は，A群が2.2 m3，B群が2.3 m3，C群が0.83 m3，D群が

0.99 m3，E群が13 m3であった。各群のプラスチック製容

器包装収集日の集積場の例を図3に示す。A群～D群の集

積場は，可燃ごみ及び容器包装プラスチックを蓋付き集

積箱や網かけにより，カラスや猫等の動物除けをして

ごみ散乱を防いでいた。また，集積戸数が数戸と少ない

集積場では，網袋に入れる等の工夫をしている所もあっ

た。なお，集積戸数が多いE群は，網などからのはみ出

しが多く観察された。 

 

図5 採取日の1戸当たりのプラスチック片質量密度 

 

←最大値 

←75パーセンタイル値 

←中央値 

←25パーセンタイル値 

←最小値 

：平均値 

図4 採取日の1戸当たりのプラスチック片数密度 

 

←最大値 

←75パーセンタイル値 

←中央値 

←25パーセンタイル値 

←最小値 

：平均値 

図3 各群のプラスチック製容器包装収集日の 

集積場の例 

 

A群～D群の集積場の代表例 

A群～D群の中で集積戸数が数戸の集積場 

E群の集積場の代表例 

83 



 

＜報文＞ ごみ集積場におけるプラスチック片調査 
 

〔 全国環境研会誌 〕Vol.50 No.2 (2025)  

26 

3.2 採取日の1戸当たりのプラスチック片密度 

各群について，採取日の1戸当たりのプラスチック片

数密度を図4に示す。箱ひげ図により，得られた値の最

大値，75パーセンタイル値，中央値，25パーセンタイル

値及び最小値を表し，採取した期間の雨天等を含む収集

日全体の平均値を折れ線で表している。また，図中右側

には拡大図を示す。数密度については，E群は平均値，

最大値とも，他の群の数百倍以上であった。E群とその

他の群の有意差について，対数正規分布に関するt検定

を行ったところ，A群とのｐ値は0.081，B群とのｐ値は

0.080，C群とのｐ値は0.081，D群とのｐ値は0.082と10

％有意水準でE群が高かった。 

採取日の1戸当たりのプラスチック片質量密度を図5に

示す。図4と同様に最大値，75パーセンタイル値，中央

値，25パーセンタイル値及び最小値を箱ひげ図で，採取

した期間の雨天等を含む収集日全体の平均値を折れ線で

表し，図中右側には拡大図を示している。質量密度につ

いては，E群は平均値，最大値とも，他の群の数倍以上

であり，中央値については，百倍以上であった。E群と

その他の群の有意差について，対数正規分布に関するt

検定を行ったところ，A群とのｐ値は0.030，B群とのｐ

値は0.025，D群とのｐ値は0.026と5％有意水準で，C群

とのｐ値は0.070と10％有意水準でE群が高かった。 

A群～D群の比較では，集積パターンが違ったが，それ

による差は見られなかった。E群の散乱プラスチック片

の数及び質量密度が高かったのは，集積場当たりの集積

戸数が多いこと，動物除け網などから集積物がはみ出し

ている量が多いことが考えられた。このことから,プラ

スチックごみ散乱対策には，蓋付き集積箱の使用や網で

ごみ全体を覆う工夫などをすることが重要であると考え

られた。 

 

3.3 プラスチック片の長軸長さの分布 

各群について，プラスチック片の長軸長さの分布を図6に

示す。長軸長さ区分は，1 mm以上10 mm未満は，5 mm

毎，10 mm以上未満は10 mm毎，100 mm以上800 mm以下は

100 mm毎に集計した。また，図中右側には拡大図を示

す。各群とも，1 mm以上で5 mm以下の個数が多かった。

また，60 mm以上のものについては，菓子等の包装材が

多かった。なお，各大きさの区分とも，E群の個数が最

も多かった。 

 

3.4 収集品目とプラスチック片の材質 

各群について，収集品目ごとのプラスチック片の材質の

質量を図7に示す。採取したプラスチック片は，PE，PP，

ポリスチレン（PS）樹脂，PSフォーム，PET及びポリ塩

化ビニル（PVC）の汎用樹脂とその他の材質に分け，材

質ごとに質量を測定した。また，その他の材質の中で，

路上標識として使用されている塗料及びタバコフィルタ

ーとして使用されているセルロースアセテートも，材質

図6 プラスチック片の長軸長さの分布 

収
集
品
目 

図7 収集品目ごとのプラスチック片の材質の質量 
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ごとに質量を測定した。その結果，各群ともPPが多い傾

向にあった。PE，PS，PET，PVC，塗料，タバコフィルタ

ーを除いたその他の材質は，PPに次いで多い傾向にあっ

た。E群については，PE，PS樹脂，PET，PVCが5％以上と

なる収集日もあった。 

なお，可燃ごみ収集日，その他ごみ収集日であって

も文房具等プラスチックを含むゴミが収集対象に含まれ

ることから，収集品目の違いによる散乱プラスチック片

の材質の違いはみられなかった。 

 

3.5 年間のプラスチック片材質の質量割合 

対象期間に排出された散乱プラスチックの質量割合が

年間を通して変化しないと仮定して，各群1戸当たりの

年間のプラスチック片材質の質量割合と2023年のプラス

チック及びゴム原材料販売実績26)全体に占める各材質の

割合を比較した。結果を図8に示す。D群は，その他のプ

ラスチックで99％以上であったが，その他の群は，PE，

PP及びPSの合計で50％以上を占めていた。PE，PP及びPS

は汎用樹脂であり，日用品によく使われている。2023年

のプラスチック及びゴム原材料販売実績全体に占める各

材質の割合についても，PEが20%，PPが22%，及びPSが

10%であり，合計で50%以上であった。これは，住宅が主

な地域で用いられる日用品としてのプラスチック製品

が，戸外での使用や紛失等により，環境中に存在するこ

とで劣化しプラスチック片となることとあわせて，ごみ

集積場で発生する散乱プラスチック片が，環境中へ流出

している可能性があると考えられた。 

 

4．まとめ 

1) 各収集日の集積場の様子を観察すると，集積戸数が

多いE群は，動物除け網などからのはみ出しが多く観

察された。 

2) 採取日の1戸当たりのプラスチック片の数及び質量

密度は，他の群と比較して集積戸数が多く動物除け網

などからのはみ出しがあるE群が高かった。蓋付き集

積箱の使用や，網でごみ全体を覆うなどにより，カラ

スや猫等の動物による散乱被害を防ぐことが，散乱プ

ラスチック片対策になると考えられた。 

3) プラスチック片の長軸長さの分布は，各群とも，1 

mm以上で5 mm以下の大きさのものが多かった。 

4) 収集品目とプラスチック片の材質は，各群ともPPが

多い傾向にあり，PE，PS，PET，PVC，塗料，タバコフ

ィルターを除いたその他の材質は，PPに次いで多い傾

向にあった。また，収集品目の違いによる散乱プラス

チック片の材質の違いはみられなかった。 

5) 年間のプラスチック片材質の質量割合は，ほとんど

の群で，PE，PP及びPSの合計で50％以上を占めてい

た。PE，PP及びPSは汎用樹脂であり，プラスチック及

びゴム原材料販売実績全体に占める各材質の割合で

も，合計で50%以上であった。日用品としてのプラス

チック製品が，ごみとして排出された際に散乱プラス

チック片となり，ごみ集積場を経由して環境中へ流出

図8 年間のプラスチック片材質の質量割合及びプラスチック及びゴム原材料販売実績全体に占める各材質の

割合(2023年) 
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していることが示唆された。 
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